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■広島県三次市『議会改革プランについて』 

議会改革プランの目的は、市民ニーズを施策に反映でき

る「政策提案型」の議会を実現し、市民生活に必要な政策

を議員活動の中から提言していくことや議案の審議経過

や結果について市民にわかりやすく説明するなど議会情

報の提供により、市民に議会に対する理解を深める「市民

参加型議会」の実現につなげていくことにある。成果とし

て本会議の活性化として対面型一問一答方式やケーブル

テレビ生放送を導入した。委員会審議の活性化では、審議の参考となるテーマを決めて広

く市民から意見を聴取する意見交流会を実施している。また、議員研修の充実と徹底した

情報公開・議会基本条例に関する調査研究などを取り組んでいる。今後の課題として二元

代表制により行政に対する議会として抑制・チェック・監視機能の発揮や議員の政策提案

能力向上と事務局機能の充実が重要となる。 

■山口県周南市『委員会懇談会について』 

 委員会懇談会（ミニコン）の導入目的は、市民と議会が

懇談することにより自治意識の高揚を図り、議会において

市民の参画する機会を確保し、市民の声を議会活動に生か

すことにある。内容は、各常任委員会又は特別委員会にお

いて議案等の審査又は所管事務の調査を行うため必要と

認める場合に市民団体と委員会懇談会を行い、住民からの

意見要望等の情報収集をしている。開催時間は、概ね２時

間で最初の 1時間で市民の意見、要望等を聴取し、残りの時間は意見交換となる。議会だ

よりやホームページ等から情報を住民に積極的に提供してきたが、本会議等の傍聴者は少

なく、この委員会懇談会により一方通行による情報提供ではなく住民の生の声を聞くこと

ができ、その声を生かして議員はまちづくりを進めることができるようになった。今後は

議会への住民参加の方法が課題となってくるところである。 

■島根県出雲市『議会基本条例について』  

 議会基本条例の制定の背景として地方分権の推進が図

られ、国と地方公共団体の関係が「対等・協力」の関係へ

と変化しつつある中、合併により新しい出雲市が誕生し、

今まで以上に責任ある議会活動が求められていることに

ある。各会派で構成する検討委員会を設置して、まだ数少

ない先進地事例を調査し参考にしている。条例の内容は、

あくまでも議会や議員の基本的なあり方など、議会・議員

の基本的な事項を定める上位の条例であり、特に変わったことを定めようと検討したわけ

でなく出雲市議会の特徴について盛り込むよう調整されている。条例を検討する中で議論

したプロセスこそ、もっとも有効な経験ではなかったかとのことであった。 


